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議会です こんにちは議会です こんにちは

留萌市議会
議会議会ですです
こんにちはこんにちは

第158号

留萌市議会だより留萌市議会だより

※左記のＱＲからも留萌市
議会のホームページにア
クセスできます。

　　　  10	 ◦市民と議会の意見交換会でいただいた意見
　　　  11	 ◦各常任委員会からの報告
　　　  12	 ◦決算審査特別委員会からの報告
	 13〜  15	 ◦第３回定例会一般質問

16◦留萌市議会議員出席状況
　	　◦議員政策形成セミナー　……………　ほか

17◦こんなことが決まりました
	　　◦組合議会からの報告　・ 議会の動向… … ほか

主
な
内
容

留萌市議会では、開かれた議会、市民参加の拡充などを目的に、市民と議会の意見交換
会を開催しています。今回は９月 30日（火）同日２回に分け、港西コミュニティセンター
にて開催いたしました。教育、福祉、経済、奉仕団体などの 19団体と一般応募合わせて、
33名にご参加いただきました。それぞれの立場や経験から、多岐にわたる貴重なご意見
をいただきました。ご参加、ご協力いただきました皆様に、深くお礼申し上げます。

市民と議会の意見交換会でいただいた意見市民と議会の意見交換会でいただいた意見

意見交換会で出された意見の報告書は、市議会ホームページでご覧いただけます意見交換会で出された意見の報告書は、市議会ホームページでご覧いただけます

第１部では議会運
営委員会、総務経済
常任委員会、民生文
教常任委員会、決算
審査特別委員会の各
委員長から報告いた
しました。

第２部では①「マチのにぎわいと公共交通につ
いて」②「社会教育施設について」の２つのテー
マについて４～５人の班編成で意見交換させてい
ただきました。
①のテーマでは、「後継者不足と高齢化により
商店街の衰退化にますます拍車がかかることが予
想される」「メインストリートとされるところに
放置された危険な建物の対策を考えていくべき」
「もっとマスコミの力を利用しては」「ライドシェ
アの導入を」「公共施設の前にバス停がほしい」

②のテーマでは、「温水プールぷるもは高齢者
の健康増進に役立つような使い方も考え、通年利
用にできないか」「駐車場の使い勝手が悪い」「文
化センター、スポーツセンターのバリアフリー化
と冷房設備が必要」「人口の推移にあったまちづ
くりを考えたうえで、どのような社会教育施設が
必要なのかを考える必要がある」など、貴重なご
意見をいただきました。
市民の皆様からいただいたご意見につきまして

は、総務経済・民生文教常任委員会にて検討し、
後日、最終報告書を公表いたします。



留萌市議会だより

【留萌市議会事務局】 TEL42-1907 FAX43-6700　URL:https://www.e-rumoi.jp/gikai/index.html　E-mail:rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp 1011

総務部、地域振興部、都市環境部からの議案・
報告・情報提供事項について確認した。

【総務部】
情報提供事項として令和７年度留萌市功労等

表彰式の実施について、令和７年度留萌市国民
保護訓練の実施について説明を受けた。

【地域振興部】
令 和７年 度 第1

回まちづくり懇談会
の開催結果につい
て、令和７年度留
萌市住民組織運営
助成金の交付状況

について、道の駅るもいミニＳＬ運行イベントの実

施について説明を受けた。
【都市環境部】

令和７年度留萌市一般会計補正予算（第３号）
にて、老朽化に伴い破損し護岸背面の地盤が緩
み、消火材用の配管に影響を及ぼす恐れがある
ために小室の沢川改修事業について専決処分し
た報告を受けた。

【所管施設視察】
令和７年９月22日

総務経済常任委員
会として、国の助成
制度を活用し、瀬
越町に完成した留
萌ヰゲタ ウニ陸上養殖施設を視察。

　市民健康部、教育委員会、留萌市立病院から
の情報提供事項について確認した。

【市民健康部】
　保健事業計画と留萌市地域包括支援センター
の令和６年度事業実績と、令和７年度の事業計
画について説明を受けた。

【教育委員会】
　令和６年度小・中学校における「いじめ・不
登校」状況に関する調査結果と推移について、

留萌南部地域の小学
生433名を対象とした、
劇団四季による芸術
鑑賞事業についての
説明を受けた。

【留萌市立病院】
　経常収支で９億円を超える赤字が発生するとと
もに、令和２年度に解消した資金不足が発生する
ことが含まれた、令和６年度の留萌市病院事業会
計決算について説明を受けた。

【所管施設視察】
　低学年から英語に
親しむ教育活動として、
３・４年生への外国
語活動へスムーズに
つなげていけるようは
じまった、るもいＥＣタイムの視察を行った。英語に
よるコミュニケーションを図る素地となる資質や能力
の育成に寄与できることなどを視察により確認した。

令和７年度第１回まちづくり懇談会開催
老朽化に伴い小室の沢川改修実施

令和７年度芸術鑑賞事業について
赤字決算令和６年度病院事業会計
◎委 員 長　田村　裕樹
○副委員長　小沼　清美

◦川村　忠司　◦横田　美樹　◦村上　　均
◦燕　　昌克　◦米倉　靖夫　　　

◎委 員 長　戸水美保子
○副委員長　宇川　達朗

◦村上　雅彦　◦小野　敏雄　◦野崎　良夫　
◦鈴田　亜湖　◦村山ゆかり　

▲老朽化に伴い改修される小室の沢川

▲令和７年度芸術鑑賞事業

▲視察した瀬越町のウニ陸上養殖施設

▲るもいECタイム授業風景

常任委員会
の報告

総務経済

常任委員会
の報告

民生文教
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令和６年度決算審査特別委員会からの報告 ９月10日に決算審査特別委員会
を開きました。

【総務費】
ＪＲ留萌線鉄道施設撤去等事業につい
て、進捗状況は。
進捗状況としては19.1％の工事完了と
なっている。
モンベルフレンドフェア大阪魅力発信
業務委託の事業概要は。
株式会社モンベルの５０周年事業にて、
地元特産品の物販を留萌観光協会に業
務委託し、参加した。

ふるさと応援推進事業において、受理件
数が前年度から減少していることにつ
いて、所管としてどのうように考えるか
人気商品であるイクラの原材料高騰に
伴い、仕入れの減少、価格転嫁による高
額化が要因。また、地方がメインだった市
場が首都圏の商品に流れているのも一
つの要因。
空家バンク制度の登録は５件となって
いる。市内の空家はどの程度あるのか。
市として把握している件数は３３０件ほど、
その内移住者に促進できる対象空家は
６０件ほど。
地域おこし協力隊事業について、不用
額の理由は。
当初７名分の人件費や募集経費を見込
んでいたが、実績として２名の採用となり、
その差の不用額となっている。
学生寮運営実証実験事業補助金につい
て、この内容と課題は。
入居者が少ないことから、施設維持や共
用部分の経費負担が大きく、民間での運
営が困難になっていることが課題と捉え
ている。

【民生費】
障害者基幹相談支援事業委託料につい
て、主な相談内容は。
多岐にわたるが、多くはコミュニケーション
についてが主である。相談件数も前年度
より大幅に増えている。
生活応援図書券発行運営委託料につい
て、実際の使用率について。
配付枚数９,７６５枚に対し７,６４２枚の利用、
使用率については７８.２％となっている。
保育士確保対策助成金について、不用
額の理由は。

課題。
【商工費】
モンベルフレンドエリア登録負担金の
留萌管内における受益と負担効果は。
留萌市からの発信で始めた事業というこ
とで、留萌市が牽引する立場で、管内とし
ての一体化を持った取組について検討し、
その中で費用負担についても、考えてい
きたい。
鉄道遺産活用調査設計委託料の効果。
市民参加のワーキンググループを通じ、
市民目線での活用のアイデアが提案さ
れ、今後のさまざまな取組の中で、基盤に
なっていくものと捉えている。

【土木費】
海洋再生可能エネルギー発電等調査研
究事業の不用額の要因は。
先進地視察が道内の視察のみになったこ
とと、講演会が北海道の事業として開催
されたことによる。

【教育費】
学習アシスタント配置事業の目的は。
小・中学校、教育支援センターに在籍ま
たは通級する児童・生徒に対して、学習
アシスタントを配置して、学習支援、適応
支援、日常生活の支援を行うもの。
教育支援センター運営事業の成果は。
指導員の付き添いなどで別室登校が可
能となり、そこから通常登校につながった
方もいるということで、確実に受け皿に
なっていると認識している。
音楽合宿のまち・るもい事業の効果は。
バスの使用料、楽器を運ぶトラックの使
用料、市内の飲食店の経費で、一定程度
経済効果はあると考えている。
子どもたちのプロフェッショナル観戦等
助成金の不用額の要因は。
団体全員の大人数で見るというのがなか
なか難しく、23名分の助成にとどまった。
使いやすい内容に制度を改正したい。

【病院事業会計】
令和６年度決算の中で大きな赤字が発
生した要因は。
医師の減少、コロナ禍後も患者数の回復
が予想していたよりも少なかった。人口減
少も大きな要因。

当初３名分の予算を計上していたが、結
果として１名分の助成となった。
生活保護扶助費について、前年度から
見ると世帯数が減少しているがこの理
由は。
高齢者の扶助世帯数が多くを占めており、
高齢者の人口減に伴い減少しているもの
である。

【衛生費】
帯状疱疹予防接種助成事業について、
利用者数は。
生ワクチン及び不活化ワクチン併せて
1,637回、接種率については９.２％となっ
ている。
出産・子育て応援事業について、何件の
給付を行ったか。
出産応援給付金は７０名、子育て応援給
付金については７２名に給付をおこなった。
空家等適正管理事業について、特定空
家の認定数は。
１６件の認定の内、３件の解体を確認し２
件の略式代執行を完了しているので、現
状は１１件の空家がある状況となっている。
旧ごみ処理場（浜中）管理事業の収束時
期はいつ頃と見込んでいるか。
水質検査において浮遊物の廃止基準を上
回り、また２年の経過観察が必要となった。

【労働費】
地元企業紹介サイト新規委託の成果は。
企業の魅力を動画を活用して、社長や若
手従業員の方からのコメントを入れなが
ら、恒久的なプラットフォームを構築でき
たことが成果。

【農林水産業費】
スマート農業推進事業の効果は。
地区農業の労働者確保、作業の効率化
を目的にスマート農業を図ってきている。
ナマコ資源増大共同事業の課題。
地球温暖化で漁業資源に影響が出てい
ることが、今後どう影響するのかというの
が、課題。
ブルーカーボン推進試験事業の課題。
ゼロカーボンに向け、昆布の養殖で二酸
化炭素を吸収するこの事業を、港湾海域
の中でどのぐらい拡大して事業化できる
か、事業者と連携していくことが今後の
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▲モンベルフレンドフェア大阪

▲旧ゴミ処理場の水質検査

▲Ｔリーグの観戦
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質
問

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に

つ
い
て

　
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
地
域
全
体
の
社

会
福
祉
の
中
核
的
役
割
を
担
う
施
設
に
対

し
、
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
の
弱
者
を
支

え
る
仕
組
み
と
し
て
、
ま
た
、
防
災
の
観

点
や
庁
舎
内
の
環
境
改
善
と
し
て
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
の
可
能
性
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁

気
象
変
動
と
い
う
大
き
な
流
れ
の

中
で
様
々
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
案
が
増
え
て
き
て
お
り
、
来
年
度

に
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
と
い
う
の
は
必
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
情
報
に
つ
い
て
、
必

要
な
情
報
を
適
宜
市
民
に
配
布
す
る
こ
と

が
適
当
か
と
思
う
。
今
後
の
職
場
の
環
境

改
善
と
し
て
も
努
め
て
参
り
た
い
。

▲多くの市民や職員の体温上昇
を抑える庁内の環境整備が課題

質
問

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

　
市
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に

つ
い
て
、
職
場
特
性
に
応
じ
調
整
す
る
必

要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
相

談
窓
口
と
し
て
広
域
で
の
自
治
体
に
よ
る

共
通
窓
口
な
ど
、
支
援
資
源
の
拡
充
を
進

め
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

答
弁

時
間
外
の
超
過
勤
務
に
対
し
、
毎

月
必
ず
一
回
は
管
理
職
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

等
を
し
な
が
ら
、
実
施
を
進
め
て
い
る
。

先
進
的
な
対
策
と
し
て
、
相
談
窓
口
と
し

て
民
間
企
業
を
活
用
し
な
が
ら
電
話
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
効
果
や
必
要
性
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
て
い
く
。

質
問

留
萌
市
新
交
流
複
合
施
設
の
防
災

機
能
に
つ
い
て

　
市
民
の
安
全
・
安
心
を
図
る
た
め
、
防

災
面
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
整
備

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
市
長
に
伺
う
。

答
弁

新
交
流
複
合
施
設
を
津
波
避
難
ビ

ル
に
位
置
付
け
し
、
緊
急
的
避
難
者
が
一

時
避
難
で
き
る
場
所
や
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

と
な
る
施
設
整
備
を
行
う
、
機
械
室
、
防

災
備
蓄
庫
、
自
家
発
電
設
備
な
ど
も
２
階

以
上
に
設
置
し
、
災
害
対
策
本
部
と
し
て

の
機
能
が
十
分
に
発
揮
可
能
な
会
議
室
や

予
備
電
源
な
ど
の
設
備
機
能
を
整
備
す
る
。

質
問

温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」
の
現
状

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

　
施
設
的
な
課
題
や
、
運
営
的
な
課
題
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、
近
隣

自
治
体
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
運
営
の
可

能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

施
設
面
で
は
、
設
備
の
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
令
和
６
年
度
に
は
水
槽
の

更
新
を
実
施
し
た
。今
後
も
給
水
ポ
ン
プ・

配
管
な
ど
の
更
新
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
運
営
面
で
は
、
燃
料
費
や
人
件
費
の

高
騰
に
よ
る
管
理
経
費
の
増
加
に
加
え
、

少
子
化
・
人
口
減
少
に
伴
う
利
用
者
の
減

少
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
近
隣

自
治
体
の
状
況
で
す
が
、
増
毛
町
で
は
温

水
プ
ー
ル
を
有
し
て
お
り
、
大
規
模
改
修

を
実
施
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
今
後
も
現

行
施
設
を
利
用
し
て
い
く
、
小
平
町
は
苫

前
町
の
プ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
る
の
で
近

隣
自
治
体
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
運
営
は

難
し
い
。

▲地域に親しまれる一方で、課題を抱え
る温水プールぷるも

質
問

バ
ス
待
合
所
の
道
路
占
用
料
に
つ

い
て

　
町
内
会
等
が
道
路
占
用
許
可
を
受
け
て

維
持
管
理
し
て
い
る
バ
ス
待
合
所
に
つ
い

て
、「
全
額
免
除
」
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁

市
の
道
路
占
用
料
は
市
道
路
占
用

料
徴
収
条
例
に
基
づ
い
て
算
定
し
、
そ
の

減
免
は
市
道
路
占
用
料
減
免
等
取
扱
要
領

に
よ
っ
て
決
定
し
て
い
る
。
町
内
会
な
ど

の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
公
的
な
団
体
の

場
合
に
つ
い
て
は
占
用
者
と
の
個
別
の
協

議
を
行
い
、
道
路
占
用
料
を
免
除
す
る
か

判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

▲占用許可を受けているバス待合所

質
問

財
政
執
行
方
針
と
今
後
の
運
営
に

つ
い
て

　
市
政
執
行
方
針
に
あ
る
「
攻
め
と
守
り
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横よ
こ
た田　

美み

き樹  

　
　
　
　
【
無
会
派
】

鈴す
ず
た田　

亜あ

こ湖  

　
　
【
萌
芽
ク
ラ
ブ
】

村む
ら
か
み上　

雅ま
さ
ひ
こ彦 

　
　
　
　
【
無
会
派
】
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の
堅
実
な
財
政
運
営
」の「
攻
め
」と「
守

り
」
と
は
何
を
指
す
の
か
。
新
聞
記
事
で

「
緊
縮
財
政
か
ら
持
続
可
能
財
政
へ
の
転

換
と
投
資
事
業
の
必
要
性
」
が
報
じ
ら
れ

て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
な
認
識
か
伺
う
。

答
弁

財
政
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
経

験
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
に
合
わ
せ
て
縮

ん
で
い
く
だ
け
で
な
く
、
少
子
化
対
策
を

は
じ
め
、
税
収
の
増
加
に
つ
な
が
る
経
済

対
策
や
民
間
活
力
の
導
入
、
将
来
を
見
据

え
た
公
共
施
設
の
計
画
的
な
更
新
に
取
り

組
み
、
財
政
負
担
が
過
度
に
重
な
ら
な
い

よ
う
、
施
設
の
整
備
時
期
や
基
金
の
計
画

的
な
活
用
を
考
慮
し
な
が
ら
健
全
で
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

質
問

水
道
イ
ン
フ
ラ
の
安
心
・
安
全
確

保
と
市
民
・
事
業
者
支
援

　
今
回
の
送
水
管
漏
水
事
故
に
よ
り
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
た
。
飲
料
水

や
生
活
用
水
は
一
時
的
に
使
用
で
き
な
く

な
り
、
飲
食
店
や
小
売
店
な
ど
の
事
業
者

に
お
い
て
販
売
や
営
業
休
止
を
余
儀
な
く

し
、
経
済
的
損
失
が
発
生
し
た
。
市
民
の

排
水
要
請
に
伴
う
水
道
料
金
の
補
填
、
並

び
に
事
業
者
へ
の
休
業
補
償
支
援
に
つ
い

て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
事
故
直

後
に
濁
水
解
消
の
た
め
の
排
水
要
請
を

行
っ
た
分
に
つ
い
て
の
料
金
減
免
を
実
施

す
る
。
一
律
２
立
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
の

料
金
減
免
を
基
本
と
し
、
営
業
用
、
団
体

用
で
は
実
績
デ
ー
タ
を
確
認
し
、
排
水
使

用
量
相
当
分
の
減
免
を
実
施
す
る
。
営
業

補
償
に
つ
い
て
は
個
別
対
応
と
な
る
が
、

事
業
者
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
事
故
当
時

の
状
況
な
ど
を
確
認
の
上
、
検
討
す
る
。

質
問

高
齢
化
進
展
に
伴
う
介
護
支
援
の

体
制
の
充
実

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相

談
件
数
や
業
務
量
の
推
移
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁

近
年
で
は
、
高
齢
者
の
相
談
対
応

の
複
雑
化
や
対
応
件
数
の
増
加
、
相
談
件

数
は
令
和
６
年
度
に
は
３
，
６
０
６
件
と

な
り
、
保
健
師
や
社
会
福
祉
士
、
介
護
支

援
専
門
員
な
ど
の
専
門
職
や
事
務
職
の
負

担
が
増
し
て
い
る
と
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

し
て
、
状
況
把
握
を
行
っ
た
。
今
年
度
に

お
い
て
は
社
会
福
祉
士
を
募
集
し
人
員
確

保
に
勤
め
て
い
る
。

▲地域包括支援センターが設置され
ているはーとふる

質
問

市
役
所
設
備
の
改
善
に
つ
い
て

　
１
点
目
と
し
て
、
市
民
ラ
ウ
ン
ジ
の
椅

子
に
つ
い
て
、
高
齢
者
か
ら
「
硬
く
て
疲

れ
る
」「
座
り
づ
ら
い
」 

と
い
っ
た
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
民
が
心
地
よ
く
居

ら
れ
る
、
使
い
や
す
い
空
間
と
な
る
よ
う
、

快
適
性
を
考
慮
し
た
椅
子
へ
の
改
善
に
つ

い
て
伺
う
。

　
２
点
目
と
し
て
、
市
役
所
窓
口
の
来
庁

者
の
な
か
に
は
、
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
、

聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ
る
方
が
い
る
。
聞

こ
え
の
安
心
の
た
め
に
「
軟
骨
伝
導
イ
ヤ

ホ
ン
」
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

▲背もたれ付椅子が追加された、市民
ラウンジ

答
弁

１
点
目
に
つ
い
て
。
パ
イ
プ
丸
椅

子
も
配
置
し
て
い
る
が
、
背
も
た
れ
の
あ

る
会
議
用
の
椅
子
を
配
置
す
る
な
ど
、
現

在
、
検
討
を
進
め
て
い
る
「
新
交
流
複
合

施
設
」
を
見
据
え
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

形
で
、
市
民
に
と
っ
て
心
地
よ
く
、
使
い

や
す
い
空
間
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
検

討
し
た
い
。

　
２
点
目
に
つ
い
て
。
耳
が
聞
こ
え
に
く

い
高
齢
者
の
来
庁
が
多
い
と
思
わ
れ
る
部

署
に
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、 

試
験
的
に

導
入
す
る
こ
と
を
含
め
て
、
検
討
し
た
い
。

質
問

高
校
生
が
利
用
す
る
元
川
町
の
バ

ス
停
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た
答
弁
に
よ
り
、

解
決
に
向
け
て
動
き
出
す
も
の
と
期
待
し

て
い
た
が
、
現
状
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。

現
在
の
検
討
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

元
川
町
バ
ス
停
へ
の
待
合
所
の
設

置
に
向
け
、
留
萌
開
発
建
設
部
の
ご
協
力

も
得
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
整
備
手
法

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
関
係
者
と
協
議
し

て
い
く
。

質
問

市
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
施
策
に
つ
い
て

　
政
府
は
昨
年
12
月
に
従
来
の
保
険
証
を

新
規
に
発
行
す
る
こ
と
を
停
止
し
た
。
医

療
機
関
窓
口
に
期
限
切
れ
に
気
づ
か
ず
に

古
い
保
険
証
を
持
っ
て
き
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
厚
生
労
働
省

は
国
保
加
入
者
に
つ
い
て
来
年
３
月
末
ま

で
期
限
切
れ
の
保
険
証
の
利
用
を
可
能
と

し
た
。
保
険
証
の
新
規
発
行
停
止
後
の
市
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宇う
か
わ川　

達た
つ
ろ
う朗  

　
　
　
　
【
萌
政
会
】

戸と
み
ず水

美み

ほ

こ
保
子  

　
　
【
留
萌
公
明
党
】

小こ
ぬ
ま沼　

清き
よ
み美  

　
　
　
　
【
無
会
派
】
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の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
８
月
24
日
か
ら
27
日
の
赤
水
、
濁
水
発

生
に
か
か
わ
っ
て
、
市
民
へ
情
報
が
行
き

渡
ら
な
い
事
態
と
な
っ
た
。
必
要
な
情
報

を
市
民
に
提
供
す
る
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

答
弁

本
年
７
月
の
国
民
健
康
保
険
証
更

新
時
に
は
、
現
在
の
保
険
証
が
発
行
さ
れ

な
く
な
る
こ
と
に
お
け
る
注
意
喚
起
及
び

マ
イ
ナ
保
険
証
の
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
付
し
、
市
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
を
行
っ

て
い
な
い
方
に
対
し
て
は
、
資
格
確
認
書

を
発
行
し
、
現
行
の
保
険
証
を
使
用
し
て

も
、
来
年
３
月
末
ま
で
保
険
診
療
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
の
通
知
も
行
っ
て
い
る
。

　
市
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
を
活
用
し
た
緊
急
割
り

込
み
放
送
を
は
じ
め
、
消
防
サ
イ
レ
ン
、 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
式
ラ
イ
ン
、
各

種
防
災
ア
プ
リ
、
広
報
車
、
町
内
会
長
や

防
災
連
絡
員
を
通
じ
た
電
話
連
絡
な
ど
、

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
て
整
備
し
て
い
る
。

▲災害や緊急時には、スイッチを
いれなくても情報が流れてくる
「緊急告知防災ラジオ」

質
問

来
年
度
以
降
の
重
要
な
政
策
課
題

に
つ
い
て

　
「
新
交
流
複
合
施
設
整
備
」
な
ど
現
在

進
行
中
の
事
業
や
、
市
の
財
政
運
営
の
根

幹
に
関
わ
る
「
市
立
病
院
の
経
営
」
な
ど

も
想
定
さ
れ
る
が
、
今
後
の
持
続
可
能
な

マ
チ
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
来
年
度

以
降
、
最
も
重
要
な
政
策
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁

今
後
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
う
え
で
「
新
交
流
複
合
施
設
の

整
備
」
と
「
市
立
病
院
の
経
営
」
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
財
政
運
営
の
面
か
ら
も
、

最
も
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

質
問

来
春
の
市
長
選
挙
出
馬
に
つ
い
て

　
あ
る
政
治
評
論
家
は
「
首
長
の
仕
事
は

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
は
、
三
期
十
二

年
が
政
治
の
世
界
の
常
道
で
あ
る
」
と
申

さ
れ
て
い
る
が
、
私
も
こ
の
論
評
は
妥
当

だ
と
思
う
一
人
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
総
括
を
し
、
留
萌
の
未
来

を
見
据
え
、
三
期
目
の
選
挙
に
臨
む
環
境

を
整
え
出
馬
の
決
断
を
す
べ
き
と
思
う
が

い
か
が
か
伺
う
。

答
弁

多
く
の
市
民
の
笑
顔
が
広
が
り
、

安
心
し
て
留
萌
に
住
み
続
け
て
い
け
る
ま

ち
づ
く
り
に
力
を
尽
く
し
て
い
く
責
任
が

あ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
後
援
会
の

皆
様
に
も
、
私
の
市
政
に
臨
む
考
え
を
十

分
に
相
談
の
う
え
で
、
出
馬
の
判
断
を
明

ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▲来年2月に予定されている留萌市長選挙

質
問

商
店
街
の
活
性
化

　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
店
街
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
と
、
旧
る
も
い
プ
ラ

ザ
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

答
弁

商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
の
事
業

に
対
し
て
補
助
金
を
出
す
な
ど
従
来
の
支

援
に
加
え
て
、
地
元
企
業
応
援
条
例
を
活

用
し
た
空
き
店
舗
対
策
や
街
中
居
住
な
ど

違
う
形
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
旧
る
も
い
プ
ラ
ザ
に
よ
る
中
心
市
街
地

の
景
観
・
安
全
性
に
つ
い
て
懸
念
し
て
い

る
が
個
人
財
産
で
あ
り
、
跡
地
利
用
が
ま

だ
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
で
具
体
的

に
進
ん
で
い
な
い
。
今
後
条
件
的
に
整
え

ば
適
切
な
処
理
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

新
交
流
複
合
施
設
と
駅
前
再
開
発

　
新
交
流
複
合
施
設
を
含
め
た
今
後
の
財

政
支
出
と
市
の
財
政
規
律
で
あ
る
実
質
公

債
費
比
率
10
％
の
壁
に
つ
い
て
と
、
駅
前

地
区
に
お
け
る
民
間
活
力
導
入
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁

10
％
の
壁
を
越
え
る
こ
と
を
３
年
、

４
年
と
続
け
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
相
対
的
な
判
断
の
中
で

壁
を
越
え
な
い
財
政
運
営
を
し
て
い
く
。

　
宿
泊
施
設
、
温
浴
施
設
に
つ
い
て
民
間

企
業
と
協
議
中
で
あ
り
、
市
民
利
用
が
可

能
な
温
浴
施
設
を
併
設
す
る
滞
在
型
商
業

施
設
の
実
現
に
向
け
更
に
協
議
を
進
め
る
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
事
業
計
画
を
明
ら

か
に
す
る
。

▲再開発が予定されている旧ＪＲ留萌駅

令和７年 第３回定例会　令和７年 第３回定例会　一般質問と答弁　③一般質問と答弁　③詳細はこちらから
ご確認ください。
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議会です こんにちは議会です こんにちは

宗谷管内市町村議会議員政策形成セミナーが、７
月 15 日、稚内市で開催され８人が参加しました。

講師は、東京大学大学院法学政治学研究科教授の
金井利之氏。金井氏は「地域活性化政策」「人口減
少を前提にした対策」など現在の社会情勢の中でこ
れからの議会・議員のあり方について講演。特に「変
わらなかったら生き残れない」どのように変わるべ
きかを考えなければならない。また「日本消滅」「地
方消滅」にならないために「人に選ばれる国（地域）」
になるため
の取り組み
等が重要で
あることを
学びました。

第 20 回全国市議会議長会研究フォーラムが、８
月 27 ～ 28 日、札幌市で開催され、留萌市議会か
ら全議員が参加しました。全国から2,500人が参加。
地方議会議員のなり手不足問題の解決に向けたパネ
ルディスカッション、課題討議では ｢市民との情報
共有｣ ｢多様な人材が増える環境づくり｣ ｢データに
基づいた政策提言｣ など、議会改革と議員力向上の
ポイントを学びました。留萌市議会は、定数14人中、
５人が女性。出馬する立候補者が多く、なり手不足
の問題は抱えては
おりませんが、議
員力を向上し、魅
力ある議会をつく
らなければならな
いと強く思いまし
た。

令和７年度  留萌市議会議員出席状況（Ｒ７年４月１日〜Ｒ７年９月３０日）

※委員会は開催状況によって
　出席回数が異なる

※（―）は出席対象外の会議
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こんなことこんなことがが決まりました決まりました
令和７年 第３回定例会　９月２日〜１１日

令和７年 第３回定例会
報 告 ・令和６年度留萌市の健全化判断比率の報告について

・令和６年度留萌市の資金不足比率の報告について
・専決処分の報告について（損害賠償について）
・専決処分の報告について（令和7年度留萌市一般会計補正

予算（第2号）について　　　　　　　　　　 ほか２件…了
認 定 ・令和６年度留萌市各会計歳入歳出決算の認定について

・令和 6年度留萌市下水道事業会計決算の認定について
・令和６年度留萌市水道事業会計決算の認定について
・令和６年度留萌市病院事業会計決算の認定について

…認定
議 案 ・専決処分の報告について（令和７年度留萌市一般会計補正予

算（第3号）について　　　　　　　　　　　　　　 …承認
・令和７年度留萌市一般会計補正予算（第4号）
・令和７年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）
・留萌市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例制定について
・留萌市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例制定について
・留萌市重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成

に関する条例の一部を改正する条例制定について
…原案可決

・留萌市公平委員会委員の選任について
・留萌市教育委員会委員の任命について　　　　　　 …同意

選 挙 ・留萌市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について…指名推選

意見書案 ・国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書
…原案可決

議 会 の 動 向議 会 の 動 向
令和7年6月3日から令和7年9月2令和7年6月3日から令和7年9月2
日までの議会の動向を報告します日までの議会の動向を報告します
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令和７年留萌市議会第２回定例会開会日
自由民主党北海道第十選挙区支部留萌管内移動政調会
留萌市暴力追放運動推進協議会令和７年度定期総会
一般質問
議会運営委員会
一般質問
留萌市自衛隊協力会・雇用協留萌支部役員会/総会
本会議
第二師団創立七十五周年・旭川駐屯地開設七十三周年記念行事
議会広報広聴常任委員会
民生文教常任委員会
総務経済常任委員会
海上自衛隊護衛艦「あさぎり」入港歓迎式/特別公開/歓迎懇親会
海上自衛隊護衛艦「あさぎり」乗組員との交流会
留萌駐屯地創立七十二周年記念行事
海上自衛隊護衛艦「あさぎり」見送り
留萌地域総合開発期成会令和７年度臨時総会・地元要望
留萌地域総合開発期成会札幌要望
留萌地域総合開発期成会中央要望
留萌地域総合開発期成会中央要望
第１回二水会
公共施設整備調査研究会行政視察（士別市、岩見沢市）
陸上自衛隊北部方面総監 井土川一友陸将を囲む夕べ
東海大学海洋調査研修船「望星丸」留萌港寄港歓迎懇親会
北海道市議会議長会道北支部議長会事務局職員研修会
東海大学海洋調査研修船「望星丸」出港見送り
富士登山駅伝「るもい自衛隊」チーム選手出発見送り
議会広報広聴常任委員会
宗谷管内市町村議会議員政策形成セミナー
議会運営委員会
留萌市小麦集出荷貯蔵施設落成式
委員長会議（拡大）
陸上自衛隊北部方面隊情報収集訓練視察
民生文教常任委員会
るもい呑涛まつり式典
東京都北区議会自由民主党北区新時代の会行政視察
各派代表者会議
総務経済常任委員会
公共施設整備調査研究会
富士登山駅伝大会現地応援
札幌市議会議員来留
留萌ＧＸ・みなとセミナー
第25回「ユニオン・福対協」チャリティービアパーティー
各派代表者会議
全員協議会
総務経済常任委員会
民生文教常任委員会
全員協議会
議会広報広聴常任委員会
令和７年留萌市平和祈念式典
各派代表者会議
総務経済常任委員会
令和７年度第１回まちづくり懇談会
全国市議会議長会研究フォーラムin札幌
全国市議会議長会研究フォーラムin札幌
議会運営委員会
令和７年留萌市議会第３回定例会開会日

●今回の一般質問の市長答弁で、「皆さ
んから言われている宿泊施設、温浴施

設というものについて、企業と協議を重ね、実現の可能性につ
いて現在模索をしている。」と回答されました。この温浴施設
は昨年議会で実施した、アンケート調査で67％の方があげて
いました。今後も皆さんの声を伝えていきます。（雅）

編集後記編集後記

  衛生センターなどの視察
　留萌南部衛生組合議会は、５月 13 日に最終処分施設をはじ
め、４か所の視察を行いましたが、引き続き９月 25 日に残り
の衛生センター（留萌市）、やすらぎ聖苑（留萌市）の２か所
の視察を行いました。衛生センターは、供用開始以降 47 年を
経過し、施設そのものが老朽化している現状から、今後のし尿
処理方法について、議員協議会で検討を開始したところです。

組 合 議 会 か ら の 報 告組 合 議 会 か ら の 報 告

留萌南部衛生組合議会


